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小中野中学校だより 令和元年１０月 １日

第１６０号

ひとつのつぼみはいちどしかひらかない

９月１４日（土）からの３日間、第７０回八戸市中学校体育大会秋季大会が開催されました。
夏の大会のような結果にはなりませんでしたが、それぞれが精一杯頑張っていました。この大会
を振り返り、良い点を伸ばすとともに、足りない点を補い、次につなげていってほしいと思いま
す。臥薪嘗胆の気持ちで取り組んでください。
以下に各部の戦いの様子を掲載します（秋季大会報告会の内容です）。どうぞ、ご覧ください。

〇野球部 部長 〇〇 〇〇
私たちは、気持ちを一つに輪となって戦うことを目標にしてきました。初戦、一中戦では、や

はり緊張しましたが、声を掛け合い、みんな集中し、良い守備、良い攻撃ができ、勝利に結びつ
けることができました。特に初回のセンターフライを徹心くんがファインプレーでキャッチした
ときは、チームが盛り上がり、緊張が解けた瞬間でした。そのまま、良い流れで試合を進めるこ
とができました。二試合目は安協大会の優勝校、市川中との対戦のため、一試合目とは違った緊
張と、戦える喜びで臨みました。一試合目よりみんなの集中力が増し、チームの団結力を一段と
感じることができましたが、打撃の技術不足でかないませんでした。今後、勝つために、一人一
人がチームのために何をすべきかを考え、この負けから学んだことを練習メニューに取り入れて、
日々の練習を頑張っていきたいと思います。応援で盛り上げ、力をくれた報道部や吹奏楽部の皆
さん、先生方、本当にありがとうございました。
〇ソフトテニス部 部長 〇〇 〇〇
私たちソフトテニス部は、団体戦１回戦市川中と戦い０-２で敗れ、目立った結果を残すこと

はできませんでした。個人戦では１ペアがベスト 16 で県大会に出場。他のペアも目標であった
１回戦突破を果たすことができました。私たちにとっては３年生が引退してからの初の大舞台。
今まで練習してきた成果を出すことができました。プレーだけではなく、応援でも、自分たちも
コートに立って戦っているつもりで応援することができました。しかし、課題も残りました。移
動を素早くすること、集中力、精神面の強化です。次の大会に向けて、また、チーム一丸となっ
て頑張っていきたいと思います。まだまだ未熟な私たちを最後まで応援してくれた〇〇〇先生、
〇〇先生、いつも味方でいてくれた保護者に感謝の気持ちを忘れず、これからの練習に励んでい
きます。本当に応援、ありがとうございます。
〇男子バレーボール部 部長 〇〇 〇〇
僕たちは、２年生が多い下長中と戦いました。予選リーグを突破するための最初の試合だった

ので、全員緊張していました。最初にサーブを打つのが僕たちでした。サーブを打って相手が崩
れて、どんどん点差が開いていきました。そして、１セットを先取して試合は盛り上がりました。
しかし、２セット目は相手のサーブやスパイクでレシーブがどんどん乱れていき、声も出なくな
り、取られました。３セット目も相手のリードで進みました。あきらめそうになり、皆で声を掛
け合いましたが、負けてしまい、予選突破という目標には届きませんでした。次の大会では予選
を突破できるよう、日ごろの練習でレシーブ力を鍛えて、皆でボールを繋げれるようにしたいで
す。応援してくださった皆さん、本当にありがとうございました。
〇女子バレーボール部 部長 〇〇 〇〇
私たちは、準決勝進出を決める試合で三条中に負けてしまいました。相手の強いサーブをカッ

トできず、１セット目は一ケタで負けてしまいました。セット間のミーティングで先生から、勝
つためにはとにかくレシーブで、と気合を入れられ、奮起した私たちは、２セット目どんなボー
ルにも食らいつき、粘り、リードを守ったままセットをとることができました。勝負の３セット
目、リードしてチェンジコートをしたものの、逆転を許してしまいました。相手がリードしたま
ま 23-21 まで追い上げ、相手が先に 24 点とったところから 24-23 までつめました。しかし、あ
と３点というところで準決勝進出を逃してしまいました。足りなかった 3点は、練習で厳しさの
足りなかった 3点だと思います。常にこの一本が試合につながると意識していくことが大切だと
実感しました。この悔しさを絶対忘れず、霜月大会に向けて本気の練習をしていきたいです。応
援してくださった先輩方、応援用のしおりを作ってくれた応援団の皆さん、本当にありがとうご
ざいました。
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〇男子卓球部 部長 〇〇 〇
僕たちは団体戦予選通過という目標を胸に３校と戦ってきました。特に下長中、東中との試合

が印象的でした。両校とも小中野中よりも少し強い感じがしましたが、誰一人弱音を吐いたり、
あきらめたりすることなく戦い抜きました。また、１セット終えた選手に水筒を渡したり、うち
わであおいであげたりする行為を、試合を重ねるごとにチームの皆が積極的に行うようになって
くれました。結果として両校に負けてしまいましたが、この少しの実力差をうめるためには、チ
ーム一丸となって全力で声を出したり、１セット取られてしまった仲間を慰めたり、アドバイス
をしたりするなど、チーム力を向上させる必要があると感じました。最後に、壮行会での応援の
おかげもあり、最後まであきらめずに戦い抜くことができました。応援してくださった皆さん、
本当にありがとうございました。


